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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

これまでに車載用水素吸蔵合金の実現を目指し、軽金属元素から構成される軽量ハ
イエントロピー合金（HEA）の創製及び水素吸蔵放出特性の調査を行ってきた。今
回は特にメカニカルアロイング法により作製したLi-Mg-Al-Ti-M系に焦点をあて、そ
の水素吸蔵放出特性と構造の関係を明らかにすることを目的とした。

実験
Experimental

作製したLi-Mg-Al-Ti-M (M: V, Nb)系合金について、それを重水素化し、2Hおよ
び7Liの固体NMR測定を実施した。

結果と考察
Results and Discussion

Li8Mg8Al28Ti28Nb28はH/M = 0.68 (1.4 wt.%H2)の水素を室温で吸蔵するが、その温
度ではほぼ放出しないことが明らかになった。水素を吸蔵したLi8Mg8Al28Ti28Nb28に
はBCCへの固溶水素、LiHの水素、MgH2の水素が存在することが固体NMRの結果
から確認された。しかし、XRDではBCC相のみが確認されたことから、LiH、MgH2

はナノサイズで存在すると予想される。水素を吸蔵したLi8Mg8Al28Ti28Nb28に対し
てTG-DTAを行ったところ、約200℃、約350℃で水素放出のピークが確認された。
このうち低温のピークはLiH、MgH2に起因することが固体NMRにより判明し
た。LiH、MgH2は本来であれば水素放出に600℃、400℃程度の高温が必要である
が、250℃以下で水素を放出したことになり、このことはサイズ効果によると思わ
れる。
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